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1.はじめに一今日の雪問題―
1・1 今日の雪問題
戦後の経済成長、特に60年代中頃に始まる高度
経済成長は全国土を資本主義経済のしくみに組
み込み、積雪地においても地域開発の課題として
産業基盤の整備が進められた。しかしながら、積
雪地においては、交通 。通信 。運輸等のサービス
施設の機能障害が顕在化し、それがまた工業立地
や産業発展の停滞の原因と考えられるに至り、積
雪ナ也では、雪が地域の生活向上にとってきわめて
不利な条件として社会的に問題視されるようにな
った。昭和38年の豪雪は このような傾向に拍車
をかけ、「都市機能」の確保と称 して、幹線道路
の除排雪や消雪パイプ・流雪濤等の庭設が雪対策
の中心課題となってきた。
他方、経済成長にともなう資本主義経済の浸透
は、生活の自動車化をはじめとする生活の全般に
わたる商品化を進行させた。このような生活様式
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2・4雪と街並
3。 まとめ一分析の視点と方法―
3・1雪問題研究の基本的視点
3・2雪問題の分析方法
3・2・1 雪の性状
3・2・2 雪と建築的対応
3・2・3 雪とナ也域空間的対応
3・2・4 雪と生活的・産業的対応
の変化はおのずか ら積雪地における伝統的な対
応形態を崩壊させることとなり、住宅を中心とす
る建築被害の増大や屋根雪・屋敷内雪の処理の困
難、また道路交通の問題など、雪は生活空間の問
題としても顕在イヒするようになった。
このようにして顕在化 してきた過程 は人 々の
雪に対する認識を変え、一般には、雪は排除すべ
きもの、すなわち雪は降ること自イ本が問題である
かのように認識されることが多い。これは、雪を
技術的に処理することのみが雪対策の課題とされ
る傾向にも現われている。
雪は、道切な対策がとられないとき、生活その
他に支障をきたすことは当然であって、積雪地に
おける生活の向上にとって雪対策は不可欠である。
この意味で雪は大きな問と頁である。だからといっ
て、雪は排除すべき対象、克服すべき対象なので
あろうか。
積雪ナ也における伝統的な対応の仕方は、雪に抵
抗するのではなく、それを前提として、産業と生
活、それに空間の全てにわたって調和的に対応 し
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